
２０２４年７月７日 主日礼拝  ＜誕生祝福式＞ 
  

司  会   ①清水兄   ②佐藤兄   ③間兄（川田姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌５３９番「見ゆるところによらず」 
              （花咲く野原のように）（主にハレルヤ） 

３つの愛・３６５日信仰宣言 

 

   聖  書  ①                           ②                                                              ルカによる福音書２１章２９～３８節  (P１２７)  

                                                                                       ③      使徒行伝６章１～８節  (P１８９) 
 

音  楽  ①       砂川由紀姉・田中隆美姉（V） 

  ②③                          三好保由兄・砂川由紀姉・柴田直美姉 

 

誕生祝福式 

メッセージ ①②                                                           「悔いなき人生を歩むために」                  小林詩音副牧師   

              ③                                                                                                         「祈りに導かれることはすべてよし」 大川従道主任牧師   

   

賛  美                                                                                      「大波のように神の愛が」  献金 

頌  栄                                                                                  「主の祈り」  アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                        

 
 

【大和ニュース】     

☆今月も毎日、 Ｉ ａｍ ｓｏ ｈａｐｐｙ ｉｎ Ｃｈｒｉｓｔ！と賛美し、祈りましょう。 

・ 本日、ハンナ会（１２：３０・３Fロビー）、バルナバ会（１２：４５・３Ｆフェローシップ）、 

青年会、学生会、ヤングチャペル。第４礼拝は大野師「あなたに会いに来た」。 

 

* 今週も祈祷会を大切に！水曜夜と木曜朝、説教は佐々木智行副牧師。聖餐式。 

・ 土曜日は花盛り、会堂掃除(１２：００)、聖歌隊＆オーケストラ（泉チャペル：１３：３０） 

* 今年も半年守られたことを感謝し、「上半期感謝献金」を捧げましょう。袋は受付。 

☆ご婚約おめでとう！オ・ティモシー・サラン様と鈴木めぐみ様。 

* 主日礼拝人数 ①７７人(２１８) ②３０５人(２１０) ➂                                                                                             ３２５人(２６０) ➃２０人＝１４１５人 

       定例祈祷会 水曜６５人(１３８) 木曜１５３人(５６)＝４１２人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 

「
わ
た
し
た
ち
は
、
も
っ
ぱ
ら
祈
と
御
言
の
ご
用
に
当
る
こ
と
に
し
よ
う
」。 

（使
徒
行
伝
六
章
四
節
）
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石の枕  
  

 ７月から新一万円札の顔として渋沢栄一がお目見えする。（私大川は、昨日 

お目見えできました。）新五千円札はクリスチャンの津田梅子だが、渋沢栄一も 

キリスト教の社会事業に深く関わった人物として知られている。特に、救世軍の 

支援を終生続け、司令官・山室軍平との交流はその最期の時まで深かった。 

（クリスチャン新聞の最近号からの引用です。） 

 「神は近代の日本の経営という分野でも、実に多彩で魅力的なクリスチャンたちを 

生み出し、育てられたと感嘆せずにはおられません」（『近代日本のクリスチャン 

経営者たち』山口陽一著）。本書の中に、クリスチャンではないにもかかわらず 

渋沢栄一の業績が詳述されている。 

 それを見ても、渋沢とキリスト教との関係が深かったことが伺われるが、１９３１年の 

最期の年、９１歳になる病床の渋沢を、後妻のかね夫人の依頼で山室軍平が訪れ、 

聖書のお話をし福音を伝えていることが軍平の日記に記されており、感慨深い 

ものがある。 

 

 何十年も前のこと、韓国で新札の画が「仏教のお寺か仏像」になって、反対者が 

多く出て発行取りやめになったことがある。教会の礼拝で、祭壇の献金台に 

「ホトケ様」はマズイ！と言うような論争であったかと思う。 

 私の妻は、月定献金をお献げするとき、なるべく新札を袋に入れる努力をして来た。 

小さな努力が大きな恵みにつながるかも。まあ、さわやかな心である。 

 勿論、渋沢氏でも、梅子さんでも、福沢諭吉氏（笹尾鉄三郎牧師の親友）でも、 

北里柴三郎博士でも、クチャクチャでないかぎり賛成です。 

 もう少し上品なコラムを書こうと思っていたのですが、教養不足で、このレベルで 

勘弁して下さい。新札談義は終わり？脳の診察は？チップも不用？ 

 

 ＜どんな不幸を 吸っても 吐く息は 感謝でありますように＞ 

 「人は、神の口から出る言葉によって生きる！」（マタイ４の４） 
 
 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：使徒１４章～１７章 Bコース：ヨブ３５章～詩篇１２篇 


